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ファー ス ト系 トマ トのハ ウス無加温栽培 における収穫時期 と果実品質
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1 は じ め に

“うまい トマ ト"が消費者のニーズであり,食味が良 く

品質の高いファーストトマ トの人気が高い。

しかし,寒地ではファース トトマ トの栽培がむずかしく

生産はごく一部地域の限られた作型だけであった。

ところが近年 ,純系ファース トと丸玉 トマトのFl品種

が数多く育種されたことから,栽培じやすいファース ト系

トマ トとして各地で導入され始めている。

山形県では昭和56年から,ハ ウス無加温の作型で栽培が

試みられ,樹上完熟 トマ トとして出荷されてきた。

しかし,本作型では障害果の発生が多く,特に,樹上完

熟収穫に伴う裂果発生が問題となり,適応品種の選抜と併

せ,生産安定をはかるために,栽培技術の確立が望まれた ,

そこで,本作型におけるファースト系品種の品種特性と収

穫時期が果実品質に及ぼす影響について検討したので報告

する。

2試 験 方 法

(1)供試品種 「ファース ト天光Jはか 3品種

参考品種  「強力旭光」

●)試 験 区

収穫時期  1)半 熟(果腹部の50%着色)

" 
成熱(80～ 90%着 D

" 
完熟(完全に着色 )

(0 栽培概要

は種は 1月 14日 ,2葉期に10"ポ リポットに移植 し,育

苗期F85中の最低夜温は10℃ とした。

定値は 4月 1日 に行なった。予めポリカーテン(005餌 )

を張って保温 しておいた無加温ハウス内に,う ね幅12″

株間25"の 1条植えとした。

施肥量は,供試ハウスが堆きゅう肥の連年施用で塩類濃度

が高い(EC:0 8rns/")こ とから無肥料とした。

なお,主技の摘心は 5段花房で行った。

ファース ト系は各品種とも,栽培全期にわたり,丸玉系

の「強力旭光」に比較 して,茎が細 く,葉が小型であり,

生育は一般に劣った。

そのなかで,比較的生育がおう盛な品種は略、じみ」で

おり,3段花房開花以降には,ほ ぼ「強力旭光 Jと 同様で

あった(表 1)。
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●)花房の特性

ファースト系の各品種は,各花房とも「強力旭光Jに 比

し,ダブル花房の害」合が高く,花数も多かった。 ファー

ス ト系の各品種間では「 ファース ト天光」ガダブル花房率

が低 く約30%であり,花数も少なかった(図 1)。

図 1 花房の特性 (全花房 )
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図 2 品種熟期と時期別収穫果率

り,商品果収量は裂果発生割合で左右された。

その結果,前項で述べたように裂果の少ない「ファース

ト天光Jが商品果収量が多く,収穫時期では進んだ熟期で

収穫するはど裂果は多く,商品果収量が低下した(表 2)。
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0 果実品質

トマトの食味に最も強く影響する。糖度と酸度は,と も

に熟期が進むはど低下した。

特に酸度は急激に低下することから,糖度と酸度の比率

(甘味比)は熟期が進むほど増加 した。

しかし,甘味比は成熟期収穫果と完熟期収穫果では,そ
の差が少さかった(表 3)。

表 3 果実品質
く調査 口 :6月 23日 )

遅かった。 7月 15日 までの収穫割合でみると,「強力旭光」

が80(完熟)～ 9o(半熟)%であるのに対 し,「 アァース ト

天光Jは 70(完熟)～ 80(半熟)%である(図 2)。

これは,生育が劣ったファースト系品種の開花時期が遅

かったことに加え,開花から収穫までの日数が「強力旭光」

より2～ 8日 多く要したことによる。

また,熟期による収穫時期の差は,すなわち,半熟と成

熟並
'こ

,成熟と完熟ともほぼ同じであり,約 2日であった。

“

)裂果発生

裂果発生は収穫期が高温になる第 4花房以後の高段花房

で多く,しかも,品種間差及び収穫時期の差が大きい。

そのなかで,裂果発生の比較的少ない品種は「ファース

ト天光Jで あった。

収穫時期では,供試 した各品種とも,収穫時期が遅れる

はど,つまり,熟期が進むはど増加 した(図 3)。

図 3 品種,熟期と裂果発生
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したがって,成熟期に収穫すれば,完熟期収穫果とl・l等

の食味が得られることが明らかになった。

4 ま

ハウス無加温栽培における,フ ァースト系 トマ トの適応

性品種は,裂果発生が少なく,食味のよい「ファース ト天

光Jで ある。

収穫は樹上完熟果とはぼ同等の食味が得られ,しかも,

裂果発生の少ない成熟期で行なうのがよい。
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